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The Amalfi coast, which is called the most beautiful coast all over the world. It has been registered the 
world heritage in 1997. It is located on slanting surface along the coast, and there are a lot of mountains behind 
the city. Many people come to Amalfi Coast for vacation. In this study, I’d like to consider how is the Amalfi 
Coast now, by the viewpoint of life and tourism.  
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１．	はじめに 
本研究は、アマルフィ海岸に点在する主要都市の現在
の地域づくりを生活と観光の視点からどのように行われ
ているか明らかにすることを目的とする。	
アマルフィ海岸にはリアス式海岸のように複雑な地形
をしており、その崖地の中に都市が形成されている。1997
年に世界遺産に登録されてからは、より一層観光客が増
え、賑わいをみせる。	
主な調査対象地としては、アマルフィ海岸の東からヴ
ィエトリ・スル・マーレ、マイオーリ、ミノーリ、	ラヴ
ェッロ、アトラーニ、アマルフィ、コンカ・ディ・マリ
ー	ニ、ポジターノの計	8	都市である。	
現在のアマルフィ海岸において、観光は最も大切な産
業であるといえる。本研究では、今までの研究室の報告
書や実測データを用いながら主要都市の空間構造の考察
を行うことで、都市ごとの違いをより深く理解する。そ
して、2015〜2017 年調査で自身が得た情報を元に、新し
い観光の展開に着目しながら考察していく。過去に行わ
れた調査も貴重なデータとして使わせていただき、考察
を深めたい。	
	
２．	アマルフィ海岸の概要 
（１）立地、地形 
アマルフィ海岸はティレニア海、サレルノ海に面する	
30 キロメートルにも及ぶ海岸線一帯を指す。東端のヴィ
エトリ・スル・マーレから西端のポジターノまでの間で
山地が連なり、V	字谷の底部には川が流れる。アマルフ
ィ海岸の多くの街はこの	V	字谷地形に形成されており、
山の上にも集落が点在する。	
各都市の地形を元に、5 タイプに分類した。海側の町が、
「谷底が狭いV字谷地形の町」のアマルフィとアトラーニ、
「谷底が広い V 字谷地形の町」のミノーリとマイオーリ、
「谷と丘にまたがる町」のポジターノである。山側の町が、
「台地の上の町」のラヴェッロ、「片流れの斜面に点在す
る町」のコンカ・ディ・マリーニである。ヴィエトリ・
スル・マーレは分路集落をもつ町なので、ここのタイプ
分けには入れなかった。歴史的中心地区は「高台の上の
町」といえる。	
 
 
図 1 海からの眺望(アマルフィとアトラーニ)	
 
（２）アマルフィ海岸の観光における歴史 
	 アマルフィ海岸の観光産業は、近代になってから盛ん
になったように思われるが、実はグランドツアーの時代
から始まっている。グランドツアーと呼ばれるヨーロッ
パ大陸の旅行は、18	世紀頃に流行した文化遺産を巡る観
光旅行であり、英国の裕福な上流階級の貴族が子弟の教
育、自己形成のために行ったものである。主な目的地の
ひとつがイタリアであり、その背景には 18	世紀英国知識
階級の人々のローマ時代への郷愁があった。ローマのフ
ォロ・ロマーノやポンペイ、エルコラーノの考古学者発
掘の場を訪れて古典文化に触れ、やがてイギリスではそ
の影響を受けた若者たちによって新古典主義が興隆する
ことになる。そのなかで、アマルフィ海岸のビザンツや
イスラーム文化にも出会うことになった。	
	 19 世紀になると、アマルフィ海岸の各都市を結ぶ幹
線道路が建設される。これにより、アマルフィ海岸の湾	
岸線は変化するが、旧市街地の外側に幹線道路を通した
ことにより、旧市街地の中世から続く街並みは残された。
さらに、これまでは船での往来が主流であったアマルフ
ィ海岸にとって、幹線道路の開通は外部の人の訪問を頻
繁にさせた。	
外部からの攻撃、侵入の心配がなくなった近代になる
と、海に開かれた低地部分の開発が進んだ。海沿いには
プロムナードができ、眺望の良いホテルや店舗が建設さ
れるようになり、現在の景観になった。観光産業の先駆
けはアマルフィであるが、現在では各町にポテンシャル
があり、活かした観光を展開している。	
	
３．	アマルフィ海岸の港 
アマルフィ海洋都市の時代から大切であった港だが、
都市ごとによって地形が異なれば、港の構成も異なる。
ビーチや港、プロムナードなど、海岸線沿いの構造の違
いを比較ながら、現代の活用方法を見ていく。	
 
 
図２ アマルフィの港の様子	
 
（１）アマルフィ 
	 アマルフィでは、V 字谷地形の河口部に港が広がる。
プロムナードが東から、西の停泊場のまで続いている。
レストランのテラス席が設けられ、観光客で賑わってい
る。また、市門の目の前に広い観光バスターミナルが存
在する。これは他の都市には見られない特徴である。大
型バスでアマルフィに訪れることができるため、アマル
フィには観光客が訪れやすい。そして港には、長い船着
場がある。また、特徴的なのが、公共ビーチである。こ
れは他都市でも共通していることであるが、パラソルが
きれいに整列され、色鮮やかな港の景観を形成する。 
（２）ポジターノ 
ポジターノは谷と丘にまたがる都市であるため、港は 2
つに分かれる。東の港には、船着場があり、フェリーも
ここに停まる。だが、アマルフィのように長い桟橋では
ないので、一度に多くのフェリーは停まることができな
い。また、東側ビーチの方が長く広く、メイン通りにも
繋がっている。ビーチからすぐ近くにはレストランが多
く建ち並び、海を見ながら食事をとれる。そして、小型
のプレジャーボートに乗ってヴァカンスを楽しむ客が多
いが、小型ボートの停泊場は陸の近くにはなく、沖から
少し離れたところに停泊しているのが特徴的であった。	
	
図３ アマルフィの港イメージ図	
	
	
図４ ポジターノの港イメージ図 
 
４．	アマルフィ海岸の産業と観光 
アマルフィ海岸の最も代表的な特産品といえば、レモ
ンである。水路と段々畑によって果汁園は作られ、15〜
16	世紀には大きく発展し、19 世紀末には最盛期を迎えた。
中でもマイーリは、アマルフィ海岸で最もレモン畑の面
積の広い都市である。レモンの皮を使用するリキュール
の「レモンチェッロ」はアマルフィ海岸で 1 番有名なお
土産である。	
そんなレモン産業も、現在では新たな動きが進んでい
る。それは観光客向けのレモンツアーである。レモンを
栽培、収穫、加工する現場を巡るツアーを組む会社が近
年になって誕生した。家族経営をしている会社が多く、
郊外のレモン畑を見学に行き、農業の現場を知る。さら
に、レモンチェッロの加工工場を見学し、作りたてのリ
キュールを試飲することができる	
これは南イタリアで盛んな、アグリツーリズム(農場観
光、農業観光)とよく似ている。近代化で失った農山村を
活性化させることを目的とし、地域の再生の動きには「歴
史のめぐみ」と「自然の恵み」を活かすという発想が強
いようだ。アマルフィのレモン産業も、採れたてレモン
を使い、地元の食材を活かした料理を地産地消で楽しめ
る新しい観光の動きである。	
	
	
図５ レモンチェッロの店舗 
	
５．	アマルフィ海岸の宿泊施設 
	 アマルフィ海岸では年々と訪問客が増え、宿泊施設も
多様化してきた。宿泊施設の形態で分類すると、大きく 6
種類に分けられる。まず、ホテルは 3 タイプに分けられ、
ランクごとに 5 つ星を「超高級ホテル」、4 つ星を「高級
ホテル」、3 つ星以下を「標準ホテル」と分類した。そし
て、ホテル以外の宿泊施設は、宿泊と朝食を提供する手
頃な宿泊施設を「B	&	B(ベッドアンドブレックファース
ト)」、安く1部屋のみを貸し出す宿泊施設を「アパート」、
戸建の	1 棟貸しなどの規模の大きなものを「ヴィッラ・
別荘」と分類した。	
	
図６ 宿泊施設の形態分類 
	
	 この表を元に、調査対象地8都市で分布図を作成した。
ここではアマルフィのみ紹介する。	
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図７ アマルフィの宿泊施設分布図 
 
アマルフィは、やはり中心地であるから、宿泊施設は
かなり多くある。特に、メインストリート沿いには多く
分布していることが分かった。その形態に着目すると、
メイン	ストリートに多く立地しているのは、標準ホテル、
B	&	B、	アパートなどの比較的値段の安い宿泊施設ばか
りである。いずれも歴史的中心地区内の古い資産を活用
しながら宿泊施設に転用されてきたのだと推測できる。	
対して、4 つ星以上の高級ホテルは、メインストリート
にはなく、海岸線沿いばかりに立地する。町の中心部か
ら決して近くないホテルもあるが、オーシャンビューを
求めて、海岸線沿いに立地したのだと考えられる。そも
そも、市壁より外の海岸線沿いというのは、かつては敵
から攻撃を受けるため、危険な場所であった。近年にな
ってからリゾート化が進んだのに伴い、海岸線沿いに宿
泊施設が増えたのである。幹線道路の開通や、プロムム
ナードの完成により、さらに海岸線沿いの需要は高まっ
た。	
都市ごとに比較してみると、宿泊施設の数や、立地な
ど、 違いが見られた。共通して言えることは、地形や歴
史的な都市構造に合わせて、宿泊施設も分布していると
いうことである。 
次に、高級ホテルの建てられた年代、ホテルの建物の
形式による分類を行う。同じ高級ホテルでも、新築のも
のもあれば、中世からの建物を改築しているものもある。
これらを比較することで、さらに深く宿泊施設の動向を
理解できると考える。 
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図８ 高級ホテルの形式による分類 
 
（１）見晴らしの良い修道院 
アマルフィの 5 つ星ホテル、グランド・ホテル・コン
ベント・ディ・アマルフィ	Grand	Hotel	Convento	di	
Amalfi	は 13 世紀のカプチン会修道院だった建物をコン
バージョンしたホテルである。かつては、4 つ星ホテルだ
ったが、2003 年に改装工事のため閉館し、2009 年に 5 つ
星ホテルに生まれ変わった。アマルフィの中心地区から
西へ向かった場所に位置し、断崖絶壁に張り付くように
建っている。横に長く建てられており、抜群のオーシャ
ンビューである。	
 
 
図９ コンベント・ディ・アマルフィ外観 
	
コンカ・ディ・マリーニの 5 つ星ホテルも同様である。
モナステロ・サンタ・ローザ	 Albergo	Monastero	Santa	
Rosa は、1681 年に女子修道院として建設された建物で、
同名の教会が付属されている。1886 年には修道女が転居
させられ、2012 年に長年の修復を経てリニューアルオー
プンした。ホテルの立地は、コンカの中でも最も眺望の
良い場所に位置している。敷地内には貯水槽の形態が残
るスパや、インフィニティプールなど、高級な仕掛けが
多く施されている。	
（２）邸宅、宮殿などの貴族の住宅 
ポジターノの 4 つ星ホテル、ホテル・パラッツォ・ミ
ュラ Hotel Palazzo Murat は西側斜面のパジテア通りに立
地する。元の建物はおそらく商人の邸宅で、改装し、2007
年にオープンした。道路に面するところが入り口となっ
ており、エントランスはマヨルカ焼のタイルで装飾され
ている。西側斜面の最も高い場所に立地するため、眺望
がとても良い。	
 
 
図１０ ホテル・サンタローザ外観 
	
	
図１１ ホテル・パラッツォ・ミュラ俯瞰図	
	
（３）海沿いの近代に建てられた新築 
	 ヴィエトリ・スル・マーレの 4 つ星ホテル、ホテル・
ブリストル	 Hotel Bristol。旧市街地を抜けた所に立地し、
海までも歩いていける。この建物は明らかに、農地であ
った崖地を切りあけ、建てられたと思える。周りにもこ
の規模の建物は何もなく、眺望の良いこの場所に、当初
からホテルの用途として、建てられたと考えられる。 
 
 
図１２ ホテル・ブリストル外観 
（４）町なかの景観を楽しむ建築 
	 アトラーニの 4 つ星ホテル、ホテル・パラッツォ・フ
ェラオーリ Palazzo Ferraioli Hotel は、アトラーニの中心
に立地する。元は 20 世紀に建てられたパラッツォだった
が、2010 年に改装されオープンした。貴族のパラッツォ
を改築したという点では、(2)邸宅、宮殿などの貴族の住
宅と同じであるが、立地が新しい。アマルフィ海岸の高
級ホテルでは、海の眺望が良い場所に立地する傾向があ
るが、このホテルからはあまり海を望むことができない。
しかし、新たな動向として、アトラーニの町並を一望す
ることができる。背後にそびえ立つ崖や、アトラーニの
増改築を繰り返した住宅群を上から眺めることができた。 
 
 
図１３ ホテル・パラッツォ・フェラオーリからの眺望 
 
 
図１４ ホテル・パラッツォ・フェラオーリ屋上テラス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．	結章 
アマルフィ海岸を横断的に見ることで、現代の視点か
ら、過去の報告書を元に考察をすることができた。増改
築の多いアマルフィ海岸であるが、修道院をホテルへ改
築するタイプは珍しい。修道院のホテルを比較してみる
と、 海の近くや、眺望の良いところに立地している。ま
さにこの立地というのは、現代の観光のニーズに見合っ
ている。海側というのは、敵からの攻撃を受けてしまう
ため、なかなか建物は建てられなかった。しかし、観光
にとっては 最高のローケションなのである。こうした歴
史的価値のある建築と、立地の良さがうまく活用されて
いる。これは 貴族の邸宅、別荘でも同じことが言える。
眺望の良さを好んで建てられた富裕層の住宅は、現在の
観光にとっては絶好の立地なのである。 
さらに近年になって、アマルフィ海岸の街並みを、宿
泊を通して楽しむというニーズも出てきた。町の景観の
美しさはどの都市も共通して言えることであり、町中に
テラスの付きの屋上のあるホテルをオープンし、オーシ
ャンビューではなく、街並みを楽しむ。アマルフィの市
民の人々は、よくテラスで食事をとり、テラス越しに会
話を楽しむため、実際にアマルフィに住んでいるような
感覚になることかができる。 
	 アマルフィのまちづくりは見習うところばかりである。
日本においても、こうし た都市の歴史を受け継ぎながら、
自然と、建物を共存させ、多様性のあるまちづくりを行
うための資産は十分ある。 アマルフィのまちづくりこそ、
これから目指すべき姿ではないかと思う 
 
参考文献 
1)法政大学エコ地域デザイン研究所, 陣内秀信, 稲益祐
太,法政大学陣内研究室：アマルフィ海岸の地域構造-
海と山を結ぶテリトーリオの視点から-,2015  
2)陣内秀信：イタリアの街角から-スローシティーを歩く
-, 弦書堂, 2010 
 
 
